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(57)【要約】
【課題】  息の流れを助ける、分別式マスクに関する。
【解決手段】  一枚状に成型したシート部の左右の長さ 
の異なる二枚分の外側シート部と内側シート部が、上辺 
位置を違え左、右端部を揃えて接合し、前記外側シート 
部と内側シート部が左右向きでの少なくとも中間部で分 
離し、空洞機能を生じることを特徴とする。
【選択図】図１

審査請求　未請求　請求項の数　4　　書面　（全4頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  一 枚 状 に 成 型 し た シ ー ト 部 の 左 右 の 長 さ の 異 な る 二 枚 分 の 外 側 シ ー ト 部 と 内 側 シ ー ト 部  
が 、 上 辺 位 置 を 違 え 左 、 右 端 部 を 揃 え て 接 合 し 、 前 記 外 側 シ ー ト 部 と 内 側 シ ー ト 部 が 左 右  
向 き で の 少 な く と も 中 間 部 で 分 離 し 、 空 洞 機 能 を 生 じ る こ と を 特 徴 と す る 、 分 別 式 マ ス ク  
。
【 請 求 項 ２ 】
  一 枚 状 に 成 型 し た シ ー ト 部 の 左 右 両 端 に ワ イ ヤ ー か 芯 部 類 を 設 け 、 装 着 後 に 前 記 ワ イ ヤ  
ー か 芯 部 類 の 一 方 以 上 を 曲 げ る こ と に よ っ て 、 左 右 方 向 か 下 端 側 に 空 洞 機 能 を 生 じ る こ と  
を 特 徴 と す る 、 分 別 式 マ ス ク 。
【 請 求 項 ３ 】
  概 略 形 状 が 長 方 形 の シ ー ト 部 の 上 端 の 中 心 辺 り で 左 、 右 を 少 し 摘 ま ん で 下 方 内 側 に 向 け  
て Ｖ の 字 状 に 、 ま た は 同 形 状 に 切 り 取 っ た ラ イ ン 位 置 を 接 合 し て 、 凹 ん だ 側 を 鼻 用 の 空 間  
と し 、 前 記 空 間 か ら 繋 が る 鼻 下 箇 所 か ら の 前 記 シ ー ト 部 の 左 、 右 端 部 な い し は 斜 め や 下 端  
へ 向 か う 空 洞 機 能 を 生 じ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ 、 ２ 記 載 分 別 式 マ ス ク 。
【 請 求 項 ４ 】
  側 辺 部 に 紐 類 を 繋 ぎ 、 長 さ や 形 状 で 固 定 に 関 わ る 補 助 機 能 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 、  
請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 記 載 の 分 別 式 マ ス ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
  息 の 流 れ を 助 け る 、 分 別 式 マ ス ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 先 行 技 術 文 献 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
マ ス ク と 分 離 の ワ ー ド 検 索 か ら 、 類 似 点 が み ら れ る 発 明 を 以 下 に 挙 げ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 ２ ０ １ ５ － ２ ２ ３ ３ ０ ２
【 特 許 文 献 ２ 】 特 願 ２ ０ １ ６ － １ ７ ６ １ ６ ７
【 特 許 文 献 ３ 】 実 登 ３ ２ ０ ９ ６ ４ ９
文 献 １ に つ い て は 、 マ ス ク 本 体 部 に 重 ね て 一 対 の 耳 掛 け 部 を 有 す る 発 明 で あ る 。
文 献 ２ に つ い て は 、 取 り 付 け 紐 を 後 頭 部 と 首 回 り の 両 方 で 保 持 す る 発 明 で あ る 。
文 献 ３ に つ い て は 、 フ ィ ル タ ー シ ー ト で 異 物 を 分 離 す る 発 明 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
次 の よ う な 問 題 点 が あ っ た 。
・ 従 来 の マ ス ク は 一 枚 状 で 作 る 僅 か な 空 間 か ら の 空 気 を 吸 う た め 、 呼 吸 の 度 に マ ス ク 面 が  
波 打 っ て い た 。
・ 一 枚 状 の シ ー ト 部 で 遮 断 さ れ た 空 間 か ら 、 吐 い た 空 気 を 吸 い 込 む 不 健 康 な 形 態 で あ っ た  
。
【 発 明 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
  一 枚 状 に 成 型 し た シ ー ト 部 の 左 右 の 長 さ の 異 な る 二 枚 分 の 外 側 シ ー ト 部 と 内 側 シ ー ト 部  
が 、 上 辺 位 置 を 違 え 左 、 右 端 部 を 揃 え て 接 合 し 、 前 記 外 側 シ ー ト 部 と 内 側 シ ー ト 部 が 左 右  
向 き で の 少 な く と も 中 間 部 で 分 離 し 、 空 洞 機 能 を 生 じ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
イ ）   鼻 呼 吸 、 口 呼 吸 の 区 別 が よ り 可 能 に な っ た 。
ロ ）   空 洞 部 か ら 、 時 折 、 空 気 交 換 が 自 然 に 、 ま た 意 識 的 に も 行 え 、 比 較 的 新 鮮 な 空 気 を  
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吸 う こ と が 出 来 る よ う に な っ た 。
ハ ）   蒸 せ る 時 、 マ ス ク を 外 さ な く て も 鼻 用 の シ ー ト の み を 動 か す か 、 ワ イ ヤ ー で 間 口 を  
広 げ て 冷 や す こ と が 出 来 る よ う に な っ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 図 １ 】   正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】   端 面 図 と 使 用 図 で あ る 。
【 図 ３ 】   平 面 端 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】   使 用 図 と 拡 大 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。 本 体 は 一 枚 ま た は 何 重 か で 成 る 柔 軟 な シ ー ト 部 で  
あ る 。 断 面 の 斜 線 を 省 略 す る 場 合 が あ る 。 接 合 し て 一 枚 状 に な る 場 合 も 含 む 。 図 １ は 正 面  
か ら の 概 略 図 で 、 外 側 シ ー ト 部 （ ２ ） と 内 側 シ ー ト 部 （ １ ） が 重 な る 。 外 側 シ ー ト 部 の 、  
上 端 側 （ ３ ） と 、 外 、 内 シ ー ト 部 の 下 辺 部 側 （ ９ ） を 表 示 し て い る 。 外 側 シ ー ト 部 の 下 辺  
部 側 は 内 側 シ ー ト 部 に 緩 く 重 な る 。 こ の 厚 み を 薄 く す る 場 合 も 有 り 、 左 、 右 辺 の 下 辺 部 側  
で は 二 枚 を 縫 合 し な い 場 合 も あ る 。 二 枚 の シ ー ト 部 の 下 辺 部 位 置 は 選 択 で あ る 。 左 側 辺 部  
（ ６ ） と 右 側 辺 部 （ ７ ） が あ り 、 耳 掛 け 紐 （ ８ ） の 端 部 の 側 辺 部 へ の 接 合 か 、 リ ン グ 状 で  
側 辺 部 に 紐 を 通 す 等 で 設 け る 。 頭 の 後 ろ を 一 回 り す る 形 状 も 含 ま れ る 。 中 心 位 置 （ ５ ） に  
Ｘ － Ｘ ラ イ ン を 示 し た 。 内 包 す る 補 助 材 （ ４ ） の ワ イ ヤ ー 位 置 を 破 線 で 図 示 し た 。 上 辺 部  
の 中 間 に は ギ ャ ザ ー 、 シ ャ ー リ ン グ 、 摘 み 部 状 等 に す る 。 摘 み 部 の 予 定 箇 所 （ １ ６ ） が あ  
る 。 摘 み 部 の 作 成 に よ っ て 目 に 上 辺 部 が 被 さ る 場 合 は 、 適 宜 上 辺 部 を 摘 み 部 位 置 よ り 左 、  
右 辺 部 側 に 向 け 下 げ て 作 成 す る 。
鼻 用 と 口 用 に 完 全 に 二 つ の マ ス ク に 分 け 、 耳 掛 け 紐 類 だ け で 繋 ぐ よ う な 作 り 方 も あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
使 い 方 を 説 明 す る 。
図 ２ は Ｘ － Ｘ 位 置 の 端 面 図 で 、 ａ は 使 用 前 、 ｂ は 使 用 中 の 状 態 で あ る 。 外 側 シ ー ト 部 （ ２  
） の 上 辺 部 付 近 は 目 の 下 に 添 い 、 内 側 シ ー ト 部 （ １ ） の 上 辺 部 付 近 は 上 唇 上 に 添 う 。 装 着  
し た 際 、 外 側 シ ー ト 部 は 鼻 と 内 側 シ ー ト 部 を 覆 い 、 内 側 シ ー ト 部 は 外 側 シ ー ト 部 の 上 辺 部  
側 （ ３ ） よ り 下 が っ た 位 置 か ら 内 側 で 上 唇 を 覆 う 。 対 象 物 で あ る 鼻 （ １ ０ ） の 下 側 の 空 間  
か ら 空 洞 箇 所 （ １ １ ） が 続 く 。 フ ィ ル タ ー （ １ ４ ） を 設 け る 場 合 の 位 置 を 示 す 。
図 ３ は 平 面 で の 端 面 図 で 、 ａ は 使 用 前 、 ｂ は 使 用 中 の 透 明 図 で 、 中 央 の 突 起 は 鼻 で あ る 。  
鼻 を 覆 う の が 外 側 シ ー ト 部 で あ る 。 耳 掛 け 紐 類 （ ８ ） 等 の 装 着 具 と 斜 線 の 図 示 は 省 略 す る  
。
図 ４ の ａ 、 ｂ は 耳 掛 け 紐 の 取 り 付 け 位 置 を 示 し 、 ａ は 透 明 使 用 図 で あ る 。 耳 掛 け 紐 は 一 つ  
の 輪 状 で 成 る と は 限 ら ず 、 別 紐 （ １ ２ ） を 適 宜 添 え る 場 合 も あ る 。 外 側 と 内 側 の シ ー ト 部  
の 二 重 に な っ た 箇 所 中 心 に 耳 掛 け 紐 類 を 設 け れ ば 、 固 定 し 易 い 。 一 本 の 帯 体 で も 構 わ ず 、  
こ の 場 合 、 帯 体 に 耳 用 の 穴 （ １ ５ ） を 設 け る 。 耳 の 挿 入 用 に 二 股 に す る 方 が 装 着 が よ り 完  
全 で あ る 。 ｂ は 左 側 辺 部 （ ６ ） か ら の 図 で 前 側 シ ー ト 部 と 内 側 シ ー ト 部 の 接 合 箇 所 （ １ ３  
） を 示 す 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ｃ は 別 型 の た め 、 透 明 図 で 作 り 方 の 説 明 か ら 行 う 。
概 略 長 方 形 状 の マ ス ク 用 生 地 を 以 下 説 明 の 空 洞 を 保 持 す る た め の 長 さ 分 を 加 え て 用 意 す る  
。 シ ー ト 部 （ １ ８ ） の 横 向 き 上 端 中 心 辺 り の 左 、 右 を 少 し 合 わ せ て 摘 み 部 箇 所 か カ ッ ト 箇  
所 （ １ ７ ） を 設 け る 。 当 箇 所 を 外 部 か ら は 見 え な い よ う に 、 ま た 凹 凸 を 抑 え る た め に 表 布  
で カ バ ー す る 方 が 良 い 。 凹 ん だ 側 が 鼻 （ １ ０ ） の 突 状 を 覆 う 余 裕 と な る 。 そ の 余 裕 部 分 は  
鼻 下 箇 所 で 空 洞 箇 所 （ １ １ ） に な り 、 そ こ は 、 左 、 右 側 辺 部 （ ６ 、 ７ ） や 斜 め 下 に 向 け て  
、 外 部 に 繋 が る 。 ま た 左 、 右 側 辺 部 そ れ ぞ れ に 補 助 材 （ ４ ） の ワ イ ヤ ー を 縦 向 き に 内 包 す  
る と 、 装 着 後 に ワ イ ヤ ー を 半 リ ン グ 状 に 曲 げ る こ と で 、 内 側 へ 通 じ る 間 口 と な る 。 間 口 の  
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大 き さ は 調 節 で き る と 共 に 、 下 辺 部 側 （ ９ ） で ワ イ ヤ ー を 外 に 反 ら せ る 使 い 方 も あ る 。 側  
辺 部 の 二 箇 所 を つ な い で 下 辺 部 側 に 湾 曲 状 の ワ イ ヤ ー を 設 け て も よ い 。
フ ィ ル タ ー を 設 け る こ と も 可 能 だ が 、 頬 の 膨 ら み の 位 置 を 越 え て 側 辺 部 を 装 着 す る の で 頬  
の 膨 ら み が 擬 似 的 に そ の 役 目 を 持 っ て い る 。 摘 み 部 周 辺 も 曲 が り な が ら 覆 う 形 状 な の で 同  
様 の 働 き が あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
１     内 側 シ ー ト 部           ２     外 側 シ ー ト 部           ３     上 辺 部 側
４     補 助 材                 ５     中 間 位 置               ６     左 側 辺 部
７     右 側 辺 部               ８     耳 掛 け 紐 類             ９     下 辺 部 側
１ ０   鼻                     １ １   空 洞 箇 所               １ ２   別 紐
１ ３   接 合 箇 所               １ ４   フ ィ ル タ ー             １ ５   耳 用 の 穴
１ ６   摘 み 部 予 定 箇 所         １ ７   摘 み 部 か カ ッ ト 箇 所     １ ８   シ ー ト 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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